日本聖公会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００６年８月３０日
　　京都教区主教　　高地　敬　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被害者父親

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　〇　〇　〇　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　確　認　書

今回の京都教区司祭、原田文雄が我が愛娘に与えた性虐待はその傷があまりにも深く

特に退職撤回されたことにより被害者本人の心の傷が一層深まり、家族一同奈落の底に突
き落とされた気持ちでありました。

教区主教たる高地氏の一応の謝罪は受けましたが、なんと言っても私どもが最大の重責任

者であると看做している武藤主教、古賀、文屋司祭の謝罪も処罰もなく、教区責任者が事

件を風化させることばかり考えていることに憂慮しています。

私は自分一人ではなにも出来ず、これまでの支援者の「京都教区FH司祭事件を考える会」　
代表◎江◎三氏他の皆さんに全面的に一層の支援を正式にお願いすることに致
しましたので、連絡しておきます。上記ご確認お願いいたします。

事件の解決への３条件

1． 少女に対するわいせつ事件の重大な責任者であるのに武藤主教及び古賀司祭が教育機関である立教大学、平安女学院のチャプレン長に任命されているのは教区がこの事件に対して心から反省も謝罪も行っていない証拠である。二人は教育界から辞するべきだ。

2． 一度加害者がわいせつを認め自ら退職に同意したにも関わらず１０日後に復職させた大きな責任と罪、その経緯の詳細を文書化し提示いただきたい。

3． 上記の要望が満たされた時点で謝罪訪問を受け入れるかを検討する。

　　
今後事件の終結にむけて教区は誠意ある対応をきっちりされるよう要望いたします。

　　　　　　　　２００６年８月３０日　
　　　住所　　奈良県

　　　　　　　被害者父親　○　　○　　○　　○
奈良県橿原市畝傍町１－１　橿原会館ホテルにて手渡し

　　　　　　　　　　　　　　　（近鉄橿原神宮前駅　駅前）
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京都教区の事件対応を糾す会

　ホームーペイジ

http://www.geocities.jp/asshor15/seikoukai.html
